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1. 共同研究講座の設置

大阪大学は，英科学誌 Natureにより2017年8月10日
に発表された学術団体自体が保有する特許以外に第三者
が保有する特許にどれだけ学術文献が引用あるいは参考
にされたかを示した「Nature Index 2017 Innovation」にお
いて，日本1位（世界31位）にランクされました。本学
は，研究者の自由な発想により創造的な研究を展開する
とともに，優れた人材の養成に努め，広く人類・社会の
発展に貢献することを基本とし，産学共創本部が主体に
なり産学連携支援の強化に努めています。その一環とし
て，学術研究の社会的協力・連携を積極的に推進する制
度の一つである，共同研究講座（部門）や協同研究所な
どがあります 1, 2）。
当先端化粧品科学（マンダム）共同研究講座（主宰：招
へい教授　岡田文裕）は2015年6月に薬学研究科に初
めて設置された共同研究講座です（Fig. 1）。株式会社マ
ンダム（本社：大阪市，代表取締役　社長執行役員　西
村元延，以下マンダム）は，次世代化粧品の開発を目指
し，再生医療技術等の先端技術の化粧品への応用研究を
効率よく推進するため，この共同研究講座制度を利用し
ました。設立当初の前後3カ月は，薬学研究科の兼任教
授と，企業研究員を中心にライフサイエンス研究ができ
る設備や，ポスドク（特任研究員：大阪大学職員）の採
用などの体制整備に追われました。2015年10月頃，よ
うやく，新たな特任研究員3名も加え，本格的に共同研
究講座の共同研究テーマがスタートしました 3）。

さて，2018年2月現在の当共同研究講座のメンバー
は，教員として，私と，薬学研究科　藤尾　慈兼任教
授，招へい准教授，招へい教員の4人，また研究員とし
て特任研究員3名（大阪大学職員），企業研究員3名，大
学院生2名，海外留学生2名，そして事務補佐員1名の
15名ですが，2018年4月以降には新たに大学院生（修
士，博士課程）を受け入れ，インドネシアの国立大学か
ら教員を短期招へいし，20名程度になる予定です。
現在私たちの共同研究講座では，基礎研究段階からの
オープンイノベーションとして，大阪大学の教員，学
生，企業（マンダム），さらに海外からの教員や留学生
が一緒になって研究に取り組む先導的産学共創を実践し
ています（Fig. 2, 3）。
以下にこれまでに私たちが行ってきた研究内容や成
果，将来の展望の一部を紹介します。

1–1. 大阪大学の共同研究講座制度について
共同研究講座は，外部の企業等からの資金提供によ
り，大阪大学内に設置する研究組織です。そこでは企業
等から資金のほかに研究者などを受け入れて，大阪大学
の教員と企業等からの研究者とが対等の立場で共通の課
題について共同して研究を行うことによって，優れた研
究成果が生まれることを促進する制度となっています。

2. 研 究 活 動

当共同研究講座は，先端医療技術を応用した革新的化
粧品の開発をゴールとしています。
近年，進歩が著しい再生医療に用いられる幹細胞培養
技術や組織再構成技術は，皮膚やその付属器官の再生や
生体内反応，制御機構などに関する化粧品研究への応用
が期待されています。私たちは，皮膚に存在する幹細胞
を単離同定し，培養系を確立することによって，生体外
においてこれらの活性をコントロールできる薬剤の探索
方法を確立できると考えています。
主には下記のようなテーマに取り組んでいます。

1. 再生医療技術等の先端医療技術の応用に関する研究
2. 加齢による皮膚疾患の薬剤開発に向けた，表皮幹細
胞による皮膚恒常性維持機構の解析
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Fig. 1. 大阪大学大学院薬学研究科の体制概要．
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